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ご
あ
い
さ
つ 

師
走
に
入
り
、
朝
夕
の
寒
さ
は
本
格
的

冬
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
年
の
瀬
の
行
事
や
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
準
備
で
何
か
と
気
ぜ
わ
し
さ
を
感

じ
る
昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
12
月
９
日
と
10
日
の
二
日
間
、

平
成
16
年
山
北
町
議
会
第
４
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
下
本

村
町
営
住
宅
の
管
理
条
例
他
の
制
定
、
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
５
特
別
会

計
と
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
で
し
た
。 

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報

告
さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
も
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 と

し
は
る
通
信 

川村としはる 
（俊治） 

一
般
質
問 

私
は
今
回
「
４
次
総
中
期
計
画
を
実
現

す
る
財
源
は
確
保
で
き
る
か
」
と
題
し
、

基
本
構
想
、基
本
計
画
に
変
更
は
な
い
か
。

財
源
の
一
部
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
な

ど
赤
字
地
方
債
の
限
度
額
管
理
や
、
新
し

い
税
収
の
見
込
み
に
つ
い
て
概
略
次
の
通

り
質
問

ま
し
た
。 

し

質
問 
第
４
次
総
合
計
画
中
期
計
画
の

策
定
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
基
本
構
想

の
修
正
は
あ
る
か
。
ま
た
、
基
本
計
画
の

７
つ
の

は
継
続
し
て
い
く
の
か
。 

柱

答
弁 

基
本
方
針
は
県
の
神
奈
川
力
構

想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
51
に
則
り
、
町
の
第
２

次
土
地
利
用
計
画
を
基
本
に
進
め
る
。
基

本
計
画
７
つ
の
柱
は
骨
格
で
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
前
期
の

状
況
に

り
見
直
し
を
し
て
い
く
。 

よ

質
問 

地
方
交
付
税
や
補
助
金
が
減
額

さ
れ
る
中
、
臨
時
財
政
対
策
債
*1
な
ど
赤

字
地
方
債
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
弁 

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
予
算
を

組
ん
で
い
く
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
交
付

税
の
減
額
を
補
う
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
後
年
、
地
方
交
付
税
に
参
入

さ
れ
る
の
で
活
用
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

平
成
19
年
度
以
降
は
廃
止
さ
れ
る
と
予

測
し
て

る
。 
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質
問 

地
方
債
残
高
の
限
度
額
を
ど
の

程
度
と

て
管
理
す
る
の
か
。 

し

答
弁 

額
で
は
な
く
公
債
費
負
担
比
率

*2
を
5
％
以
下
と
し
て
管
理
し
て
い
く
。 

1

質
問 

将
来
の
収
入
と
し
て
、
来
年
２

月
の
県
議
会
に
上
程
さ
れ
る
予
定
の
水
源

環
境
税
が
通
れ
ば
、
町
の
事
業
に
ど
の
程

度
寄
与
す
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。 

答
弁 

現
時
点
で
は
「
水
源
環
境
保

全
・
再
生
基
本
計
画
」
に
よ
り
市
町
村
特

別
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
の
で
相
当

の
寄
与

あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。 

が

質
問 

エ
コ
ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

に
成
功
し
、
操
業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
い
つ

か
ら
ど

程
度
の
税
収
が
期
待
で
き
る
か
。 

の

答
弁 
具
体
的
規
模
が
決
っ
て
い
な
い

の
で
想
定
は
で
き
な
い
が
、
計
画
が
し
っ

か
り
し
て
く
れ
ば
法
人
税
、
町
民
税
、
固

定
資
産
税
な
ど
を
含
め
て
、
地
方
交
付
税

を
超
す
金
額
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。 

 

  

§
§ 

用
語
の
説
明 

§ 

§

*1
臨
時
財
政
対
策
債 

 

地
方
財
政
対
策
と
し
て
、
地
方
財
源
の

不
足
を
補
う
た
め
、
交
付
税
に
か
え
て
、

平
成
13
〜
15
年
度
ま
で
の
間
、
地
方
財
政

法
第
５
条
の
特
例
と
な
る
地
方
債
（
臨
時

財
政
対
策
債
）
を
各
地
方
公
共
団
体
で
発

行
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
が
平
成
16
〜

18
年
度
ま
で
制
度
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
元
利
償
還
金

相
当
額
は
、
後
年
度
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
通
常
の

地
方
債
と
は
異
な
り
、
一
般
財
源
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

*2
公
債
費
負
担
比
率 

地
方
公
共
団
体
が
借
り
入
れ
た
地
方
債

の
元
利
償
還
金
及
び
一
時
借
入
金
利
子
の

合
計
額
を
「
公
債
費
」
と
い
い
ま
す
が
、

こ
の
公
債
費
に
充
て
ら
れ
た
一
般
財
源
の

一
般
財
源
総
額
に
対
す
る
割
合
を
公
債
費

負
担
比
率
と
い
い
ま
す
。 

こ
の
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
運
営
の
硬
直

性
が
高
く
な
る
、
つ
ま
り
使
え
る
お
金
が

少
な
く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

一
般
的
に
、
財
政
運
営
上
、
15
％
が
警

戒
ラ
イ
ン
、
20
％
が
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
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入
居
基
準･

募
集
時
期
な

 ど

決
ま
る 

下
本
村
住
宅
の
管
理
条
例
を
制
定 

東
山
北
駅
北
側
に
建
設
中
の
下
本
村
中

堅
所
得
者
住
宅
は
、
予
定
通
り
来
年
２
月

末
に
完
成
し
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
か
ら

町
に
引
き
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

今
回
「
山
北
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。 

質
疑
等
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
項
目

の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。 

・ 

公
募
は
１
月
か
ら
行
い
ま
す
。 

・ 

公
募
に
あ
わ
せ
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を

準
備
し
公
開
し
ま
す
。 

・ 

入
居
者
の
制
限
所
得
は
月
額
20
万

円
以
上
60
万
１
千
円
以
下
。（
所
得

と
は
家
族
全
員
の
年
間
総
収
入
か

ら
控
除
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で

除
し
た
も
の
） 

・ 

部
屋
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
タ
イ
プ
、
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
及
び
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
４
タ
イ
プ

で
す
。 

・ 

家
賃
は
所
得
に
よ
り
５
段
階
に
設

定
さ
れ
ま
す
。（
家
賃
は
公
募
の
時

期
に
あ
わ
せ
て
公
表
さ
れ
ま
す
） 

・ 

入
居
者
は
三
ヶ
月
分
の
敷
金
と
連

帯
保
証
人
を
必
要
と
し
ま
す
。 

・ 

公
募
は
町
の
広
報
と
地
方
紙
タ
ウ

ン
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室
利
用 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
条
例
が
改

正
さ
れ
、
浴
室
等
の
利
用
者
か
ら
要
望
が

多
か
っ
た
回
数
券
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

回
数
券
の
種
類
は
４
種
類
で
一
般
が
四

千
円
（
２
時
間
）
と
七
千
円
（
６
時
間
）、

小
中
学
生
、
幼
児
及
び
障
害
者
は
二
千
円

（
２
時
間
）
と
三
千
五
百
円
（
６
時
間
）

で
す
。
い
ず
れ
も
11
枚
つ
づ
り
で
有
効
期

限
は
定
め
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
農
道
及
び
農
業
用
水
路
整
備 

岸
地
内
で
実
施 

中
山
間
地
総
合
整
備
事
業
と
し
て
農
道
、

農
業
用
用
水
路
及
び
農
地
防
災
の
排
水
路

改
修
を
行
う
も
の
で
す
。 

用
水
路
の
整
備
は
日
向
地
区
の
１
８
０

５
ｍ
、
事
業
費
は
約
一
億
四
百
万
円
、
受

益
面
積
６
．
２
㌶
、
受

戸
数
76
戸
で
す
。 

益

農
道
整
備
は
日
向･

中
河
原
農
道
、土
佐

屋
敷
農
道
及
び
浅
間
山
農
道
の
１
８
１
０

ｍ
、
事
業
費
は
三
億
五
千
百
九
十
万
円
、

受
益
面
積
２
０
．
８
㌶
、
受
益
戸
数
１
３

６
戸
で
す
。 

農
地
防
災
の
排
水
路
改
修
は
日
向
地
区

の
１
９
０
ｍ
、
事
業
費
は
約
二
千
三
百
万

円
、
受
益
面
積
０
．
８
㌶
、
受
益
戸
数
16

戸
で
す
。 

回
数
券
が
使
え
ま
す 

こ
れ
ら
事
業
は
平
成
17
年
度
か
ら
平

成
22
年
度
に
か
け
て
行
わ
れ
、
事
業
費
の

75
％
は
国･

県
の
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ

ま
す
。 

写
真
は
、
11
月
20
日
御
殿
場
線
70
周

年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
御
殿
場
線
ま
つ

り
に
、
乗
客
約
５
０
０
人
を
山
北
に
運
ん

で
き
た
Ｅ
Ｆ
５
８
型
電
気
機
関
車
で
す
。

山
北
駅
に
３
時
間
停
車
し
、
鉄
道
公
園
を

中
心
に
い
ろ
ん
な
歓
迎
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

一
般
質
問 

で
何
を
聞
く
の
？ 

一
般
質
問
は
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
、

臨
時
会
で
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
で
会
期
の
初
め
に
行
っ

て
い
ま
す
。 

一
般
質
問
は
議
題
と
は
関
係
な
く
、
行

財
政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主
導
に
よ
る
政

策
論
議
で
あ
る
か
ら
、質
問
す
る
議
員
も
、

受
け
る
執
行
機
関
も
十
分
な
準
備
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
通
告
制
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、
議
長
の
定
め
た
期
間
内
に
、
質

問
の
内
容
を
具
体
的
に
記
載
し
て
文
書
で

通
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

質
問
は
通
告
順
に
行
わ
れ
、
通
告
書
通

り
に
質
問
し
ま
す
。
質
問
は
大
所
高
所
か

ら
の
政
策
を
建
設
的
立
場
で
論
議
す
べ
き

で
、
質
問
内
容
が
単
な
る
事
務
的
な
見
解

を
た
だ
す
も
の
や
制
度
の
内
容
の
説
明
を

求
め
る
も
の
、
議
案
審
議
の
段
階
で
た
だ

せ
る
も
の
、
特
定
の
地
区
の
道
路
改
修
な

ど
を
要
望
す
る
た
め
の
も
の
な
ど
は
適
当

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
質
問
で
あ
る
か
ら
あ
く
ま
で
質

問
に
徹
す
べ
き
で
、
要
望
や
お
願
い
や
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
こ
と
は
厳
に
慎
む

べ
き
も
の
で
す
。 

（
本
稿
は
議
員
必
携
か
ら
の
抜
粋
で
す
） 

議
会
の
こ
こ
が
知
り
た
い 


